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論 文 内 容 の 要 旨
非均質型原子炉の核的設計において, 熱中性子損失因子の決定は基本的問題の一つである｡ 燃料棒の配
列間隔が密でない場合は, 従来の近似的計算方法でこの問題を取 り扱ってそれ程問題はなかった｡ 最近に
なって, 原子炉型式の発展にともなって, 燃料棒が密に配列された小さな格子系が問題となり, その計算
方法について多くの理論的研究が試みられている｡ 一方これら理論的結果を裏づける実験的研究が殆んど
なく, 統一された結論が得られていない｡
主論文ではこの問題をとりあげ, UO2-H20格子系について, H20/UO2体積比 3.5-0.43の領域での
7種の格子系でその熱中性子損失因子を測定した｡ さらに別の実験として測定された熱中性子スペクトル




布に適合させ, その振幅をもって放射化量とした｡ また, 炉心全体にわたる中性子束分布の勾配による誤








i) 単位セル内の H20/UO2体積比が減少するにしたがって, 熱中性子損失因子は単調には減少せず,
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むしろ平坦状である｡
ii)求められた熱中性子損失因子は, 単位セルを 2次元的に取り扱いスペクトル変化を考慮した計算方







参考論文1は, 黒鉛減速型半均質臨界集合体 (SHE)を組み立て, その臨界データの測定をおこなうと
ももに臨界計算法について検討をおこなったものである｡ 参考論文2では, 低出力原子炉の出力較正法と
しての中性子源挿入法を, 半均質集合体 (SHE)をつかって, その適用性, 精度および問題点を検討して
いる｡ 参考論文3は, 原子炉内中性子束分布を測定するため, ワイヤスキャンナの崩壊補正の自動化方式
を開発し, その性能を検討 した ものである｡ 参考論文4は, 黒鉛および軽水減速系についての pulsed
experimentおよび UO2-H20系の criticalexperimentと, その理論的解析の報告である｡ 参考論文
5は, 崩壊補正を自動化した fuelrodscannerを試作し, それによる原子炉出力密度の測定法を検討し
たものである｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
熱中性子損失因子の決定は, 非均質型原子炉の核的設計における重要な課題である｡ とくに軽水減衰型





験的資料が殆んどなく, 統一された結論は得られていない｡ したがって, 稚密格子についての実験的資料
を得ることは重要である｡
申請者は主論文でこの問題をとりあげ, UO2-H20の格子系について熱中性子損失因子の実験的研究を
おこなった｡ その測定にはとくに工夫された方式を採用し, 精度の高い測定値を得ている｡ 測定の結果,
熱中性子損失因子は, 従来考えられていたように H20/UO2体積比の減少とともに単調に減少して1に近
づ くことなく, むしろその傾向は平坦状であることをはじめて明らかにした｡･
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